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研究成果の概要（和文）：本研究は、16世紀にヴェネツィアで活躍した画家ヤコポ・ティントレット（1519―1594）お
よびその工房を対象に、現在知られている全素描作品をカタログ化する計画の一部として、英国外に所蔵される作品を
データベース化することを意図した。成果として、英国外の諸コレクションに所蔵される333点のデータを整理し、一
元的なチェクリストを作成することができた。また、関連するいくつかの作品について、作者同定および制作年代に関
する新しい知見を論文のかたちで発表した。

研究成果の概要（英文）：The present research is a part of my project that aims the revision of the catalog
ue of all the known drawings by the Venetian painter Jacopo Tintoretto (1519-1594) and his school. Its sco
pe is limited to the works in the collections outside Great Britain. As a result, I could make the updated
 check-list of 333 works. In relation to this, I could publish a series of articles proposing newly revise
d attributions and dating for several drawings.
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１． 研究開始当初の背景 
 
過去の研究史において、ティントレットお
よびティントレット派素描のカタログ化の
試みはふたつあった。第一に、ハンス・ティ
ーツェとエリカ・ティーツェ=コンラートに
よる『ヴェネツィア画家の素描』（1944）、第
二に、パオラ・ロッシによる『ヤコポ・ティ
ントレットの素描』(1975)である。前者はテ
ィントレット派全体を扱った唯一の基礎研
究であるが、刊行からすでに 60 年以上を経
て根本的な改訂を必要としていた。後者はよ
り新しい情報に基づく著作であるが、対象作
品は著者がヤコポ・ティントレットの真筆と
判断したものに限定されていた。従って、最
新の研究状況に基づくティントレット派全
般を対象とした一元的なカタログは存在し
ない。筆者は平成 18～20 年度の科学研究費
補助金によって、英国内に所蔵されるティン
トレット派素描のカタログ化を試みた。今回
の研究計画は、それに続くものとして計画さ
れた。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究の目的は、ティントレット派による
現存素描作品を網羅した総目録を作成する
ことを最終的な目標とし、今回の研究課題に
おいては英国外の諸コレクションに所蔵さ
れる素描をカタログ化することを目的とし
た。現在知られるティントレット派素描は
470 点前後の数にのぼり、そのうち３分の２
程度が英国外の欧米各地のコレクションに
属している。なかでも最も重要なコレクショ
ンは、約 120 点を擁するフィレンツェのウフ
ィツィ美術館のコレクションである。本研究
は、これら英国外に所蔵される作品について
可能な限り実見調査を行ない、作者推定と年
代推定の検討を経て、一元的なカタログを実
際に作成するものである。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は素描作品のカタログ化を目指す
ものであるので、基本的研究方法は概略以下
の手順で行なわれた。カタログ作成の基本的
フォーマットは、平成 18～20 年度に作成し
たデータベース・ソフトによるフォーマット
をそのまま用いた。 
 
(1) 作品写真、あるいはデジタル画像の収集 
(2) 関連データ、特に文献データの把握と収
集 
(3) 実見調査および質的・技法的検討 
(4) 関連作品および年代推定に関する検討 
(5) カタログ項目の入力（文字データおよび
画像データ） 
 
カタログのデータは国際的通用性を考慮し
てすべて英文で入力することとし、関連する

論文もできるかぎり英文で公刊することと
した。 
 
４. 研究成果 
 
(1) 基本的成果（カタログの作成） 
本研究により、現在英国外の諸コレクショ
ンに所蔵される計333点のティントレット派
素描がデータベースとしてカタログ化され、
そのうち多くについては画像も入力できた。
対象のコレクションは、ウィーン、アルベル
ティーナ版画素描館、パリ、ルーヴル美術館
素描室、フィレンツェ、ウフィツィ美術館素
描版画室、ローマ国立版画素描館、ナポリ、
カポディモンテ国立美術館、アムステルダム
国立美術館、ロッテルダム、ボイマンス美術
館、ブダペスト美術館、サンクト・ペテルブ
ルク、エルミタージュ美術館、ストックホル
ム国立美術館、ケンブリッジ、フォッグ美術
館などの所蔵作品である。これにより、これ
まで部分的に文献に言及されてきた作品が、
初めて画像とともに一元的に参照可能とな
った。また、展覧会カタログや所蔵品カタロ
グのなかで部分的に公刊された情報を集約
することにより、1944 年のティーツェ夫妻の
カタログ（『ヴェネツィア画家の素描』）以降、
各作品に対してなされてきた評価の変化の
状況も把握することができた。その結果、特
にウフィツィ美術館に所蔵される中核的な
作品グループを中心に、ティーツェ夫妻のカ
タログをはじめとする先行研究において不
適切あるいは不合理な判断と考えられる部
分が明確化されることとなった。こうした結
果は、研究期間のあいだに順次英文の論文と
して公刊した（下記の(2)の項目参照）。 
 
(2) 個別の新知見に関する論文 
上記のように、カタログ作成および実見調
査の過程で、過去の研究において、誤った判
断やあいまいな判断が与えられてきた多く
の作品について、新しい知見をもたらすこと
ができた。ティントレット派素描に関する研
究上の問題点としては、ヤコポ・ティントレ
ットの真筆作品と工房作品（特に息子のドメ
ニコ・ティントレットの作品）を区別する判
断基準について、および、ドメニコ・ティン
トレットの素描作品の編年的な判断基準の
未確立の点に、もっとも主要な課題があると
考えられる。これらの点に注目しつつ、以下
のような個別の知見を発表した。 
 
１ ティントレット工房で繰り返し描かれ
た小型の彫刻モデルのうち、「アトラス像」
と呼ばれる一群の素描について検討し、その
モデルが現在ロンドンのヴィクトリア・アン
ド・アルバート美術館に所蔵される小型の彫
像であることをつきとめ、英文論文『ティン
トレット派による「アトラス」の素描』（下
記論文の４番）を公刊した。この論文のなか
では、ティントレット派素描の重要なグルー



プをなす彫刻作品に基づく習作群が、1540 年
代半ばのパドヴァの文化的環境に起源があ
る可能性を提示した。 
 
２ ウフィツィ美術館における実見調査を
もとに、過去の研究においてヤコポ・ティン
トレットの真筆作品から除外されていた多
くの素描を調査し、そのなかに、ヤコポの素
描とみなし得る約 10 点の作品が存在するこ
とを指摘できると考え、英文論文『ウフィツ
ィ美術館に所蔵される「ティントレット工
房」素描について』（下記論文の３番）を公
刊した。この論文のなかでは、ウフィツィ美
術館のティントレット派素描作品に関する
質的判断が、1944 年のティーツェ夫妻のカタ
ログの判断によって過度に強く固定されて
きたことを指摘し、近年の諸研究をふまえる
ことで、かなり大幅な修正を加えられる可能
性があることを示した。 
 
３ やはりウフィツィ美術館の作品グルー
プを対象に、ヤコポの息子ドメニコ・ティン
トレットの人物習作素描の編年的な整理を
試み、英文論文『ウフィツィ美術館に所蔵さ
れるドメニコ・ティントレットの素描』（下
記論文の１）を公刊した。ドメニコの人物習
作には、いまだ確立した編年的な指標が存在
せず、筆者の試みはまったく初めてのものと
いえる。ティーツェ夫妻によるドメニコ素描
のカタログはきわめて不完全なものであり、
筆者は本論文のなかで大幅な修正を主張し
た。 
 
筆者は、以上のような知見を、論文公刊ご
とに、同じ研究分野に関心をもつ海外の研究
者や美術館関係者に送付するようにしてき
た。その結果、筆者の知見に対して肯定的な
見解をいく人かの重要な研究者たちから私
信として得ている（パリ高等実習院教授ミシ
ェル・オックマン、ウーディネ大学名誉教授
ステファニア・マゾン、ボストン美術館学芸
員フレデリック・イルチマンら）。大英博物
館のオンライン・カタログにおいては、関連
するティントレット素描作品の項目のなか
で、すでに筆者の論文の一部が関連文献とし
て引用されている。また、ウフィツィ美術館
において現在構築中の作品データベースに
も、筆者の見解を反映させるとの意志表示が
あった（同美術館版画素描部長マルツィア・
ファイエッティ氏より）。 
 ティントレット派素描の所蔵先が多くの
国・都市にわたるため、残念ながら今回の研
究期間中にすべての作品を実見調査するこ
とはできなかった。今後の課題として、特に
ドイツに所蔵される諸作品を調査し、カタロ
グを補完していく必要を感じている。また、
今回の研究期間中に公刊を間に合わせるこ
とができなかったトピックとして、ドメニ
コ・ティントレットの油彩素描に関する論考
があり、これについては 2014 年度内に英文

論文を発表したいと考えている。 
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